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産
業
観
光
と
は 

産
業
観
光
と
は
、
名
古
屋
商
工
会
議
所
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
「
歴
史
的
、
文
化
的
価
値
の

あ
る
産
業
文
化
財
（
産
業
遺
産
、
工
場
遺
構
、

工
場
・
工
房
、
製
品
な
ど
）
を
観
光
資
源
と
し

て
、
人
的
交
流
を
は
か
る
、
モ
ノ
づ
く
り
の
原

点
を
訪
ね
る
観
光
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
産

業
観
光
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
一
年
十
月
に
全

国
初
の
「
産
業
観
光
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
愛
知
・
名

古
屋
」
が
開
催
さ
れ
、
「
産
業
観
光
宣
言
」
が
採

択
さ
れ
て
以
降
、
愛
知
県
の
観
光
の
目
玉
と
し

て
「
産
業
観
光
」
が
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ
あ
り
、

全
国
で
も
「
産
業
観
光
」
が
語
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
今
年
は
中
部
国
際
空
港
の
開
港
、

日
本
国
際
博
覧
会
（
愛
・
地
球
博
）
の
開
催
と

い
う
二
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
集
大
成
の
年
で
、 

              

   
             

東
海
地
域
の
各
地
で
、
産
業
観
光
に
関
す
る

数
々
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
。 

東
海
地
域
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
産
業
技
術

記
念
館
、
ノ
リ
タ
ケ
の
森
を
は
じ
め
と
す
る
企

業
の
博
物
館
、
自
治
体
が
整
備
す
る
産
地
の
博

物
館
だ
け
で
な
く
、
工
場
見
学
が
可
能
な
と
こ

ろ
も
多
い
。
一
般
消
費
者
と
直
結
す
る
大
企
業

で
は
、
早
く
か
ら
工
場
見
学
に
取
り
組
ん
で
い

た
印
象
が
あ
る
。
私
が
小
学
生
の
時
の
社
会
見

学
で
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
元
町
工
場
と
本
社

を
見
学
し
、
名
車
ト
ヨ
タ
二
〇
〇
〇
Ｇ
Ｔ
の
ミ

ニ
プ
ラ
モ
デ
ル
を
も
ら
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
約

二
十
年
経
っ
て
数
年
前
に
再
び
ト
ヨ
タ
自
動
車

の
本
社
見
学
を
し
た
時
に
、
そ
の
頃
と
同
じ
お

も
ち
ゃ
を
再
び
手
に
し
た
時
に
は
、
感
慨
深
い

も
の
が
あ
っ
た
。 

              

                

地
域
資
源
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
事
例 

一
般
的
に
い
わ
れ
て
い
る｢

産
業
観
光｣

と
は
、

工
場
見
学
や
、
企
業
や
自
治
体
の
博
物
館
、
産

業
遺
産
と
い
う
「
点
」
を
巡
る
観
光
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
。
だ
が
、
東
海
地
域
に
は
、
産
地
の

製
品
や
風
景
を
地
域
資
源
と
し
て
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
す
取
り
組
み
、
つ
ま
り
、
産
業
観
光
を

「
面
」
で
展
開
し
て
い
る
事
例
が
出
て
き
て
い

る
。
常
滑
、
瀬
戸
、
美
濃
と
い
っ
た
日
本
有
数

の
や
き
も
の
産
地
で
の
窯
め
ぐ
り
や
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
も
て
な
し
、
東
海
道
沿
い
に
今
も

残
る
有
松
・
鳴
海
絞
り
で
有
名
な
有
松
の
取
り

組
み
、
名
古
屋
駅
近
く
に
あ
る
ト
ヨ
タ
自
動
車

発
祥
の
地
の
産
業
技
術
記
念
館
や
ノ
リ
タ
ケ
本

社
に
位
置
す
る
ノ
リ
タ
ケ
の
森
及
び
そ
の
周
辺

の
「
も
の
づ
く
り
文
化
の
道
」
、
ミ
ツ
カ
ン
本
社

が
あ
る
博
物
館
酢
の
里
や
国
盛
酒
の
文
化
館
、

旧
カ
ブ
ト
ビ
ー
ル
の
赤
煉
瓦
の
建
物
を
回
遊
す

る｢

半
田
蔵
の
ま
ち｣
の
取
り
組
み
な
ど
で
あ
る
。 

こ
の
う
ち
、
常
滑
、
瀬
戸
、
有
松
、
も
の
づ

く
り
文
化
の
道
に
は
、
昨
年
の
三
月
に
、
愛
知

県
内
在
住
の
外
国
人
の
方
々
（
英
米
系
・
中
国
・

韓
国
）
を
案
内
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
や
現
地
住
民
の
方
な
ど
に

案
内
を
お
願
い
し
た
た
め
、
外
国
人
の
方
々
に

知
ら
れ
て
い
な
い
一
面
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
、

概
ね
高
い
評
価
を
得
た
。
一
方
で
、
観
光
面
で

の
取
り
組
み
が
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
の
所
が
多

く
、
飲
食
店
・
買
い
物
が
で
き
る
店
・
休
憩
施 

                

設
な
ど
が
ま
だ
不
足
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
指

摘
が
多
く
聞
か
れ
た
。
日
本
人
の
観
光
客
を
対

象
と
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
と
同
様
の
回
答

が
得
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 産
業
観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に 旅

行
者
ニ
ー
ズ
か
ら
い
え
ば
、
温
泉
旅
館
な

ど
で
温
泉
、
カ
ラ
オ
ケ
、
お
み
や
げ
な
ど
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
そ
ろ
っ
て
い
て
、
団
体
旅

行
に
参
加
し
た
時
代
か
ら
、
家
族
や
気
の
あ
っ

た
仲
間
と
少
人
数
で
プ
ラ
ン
を
立
て
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
ま
ち
を
楽
し
む
時
代
に
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。
産
業
観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
取

り
組
み
は
、
こ
の
よ
う
な
近
年
の
旅
行
者
の
ニ

ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

産
業
観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
、
産
地
の
商
品
開
発
、
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
観
光
雑
誌

の
活
用
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
携
帯
で
の
情
報
発
信
、
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
回
遊
性
の
創
出
、
飲
食
店

や
買
い
物
施
設
の
創
出
、
ト
イ
レ
や
休
憩
施
設

の
設
置
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
の
基

本
的
な
ア
イ
デ
ア
を
持
つ
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
関
わ
る
地
域
の
人
材
の
発
掘
と

育
成
、
観
光
客
へ
の
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

に
よ
る
ニ
ー
ズ
把
握
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
動
き
を
地
域
で
少
し
ず
つ
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。 

  

地
域
資
源
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す 

～
産
業
観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
～

浅
野 

健

観
光
と
い
え
ば
、
東
海
地
域
で
は
高
山
、
下
呂
、
伊
勢
志
摩
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
岐
阜
県
や
三
重
県
で
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
愛

知
県
は
工
業
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
こ
れ
ま
で
は
観
光
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
は
あ
ま
り
強
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
愛
知
県
で
も
一
九
九
〇
年
代
半
ば
頃

か
ら
「
産
業
観
光
」
を
柱
と
し
て
観
光
に
対
し
て
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
言
葉
が
地
域
に
浸
透
し
、
一
部
の
地
域
で
は
、
産
業
集
積
を
地
域
資

源
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
取
り
組
み
が
出
て
き
て
い
る
。 

一朝一夕では出来ない、ものづくりの中枢圏域 

東海地域を代表する産業としてすぐに思い浮かぶのはトヨタ自動車系列企業に代表される自動車産業であるが、その他にも工業用ミシン(ブラザー工

業)、工作機械（オークマ、ヤマザキマザック）、洋食器（ノリタケ）、碍子(日本ガイシ)、ガスコンロ(リンナイ、パロマ)、衛生陶器・タイル（ＩＮＡＸ）、

電動工具(マキタ)、食酢（ミツカン）、ジュース(カゴメ、ポッカ)、コンタクトレンズ（メニコン）など、各分野で日本を代表する企業が集積している。

また、瀬戸・常滑・美濃・萬古(四日市)という古くからのやきもの産業の集積、岐阜市から愛知県西部にかけてのアパレル・繊維産業の集積もある。そ

の結果が、愛知県の 26 年間連続日本一の製造品出荷額等約 34.5 兆円（2002 年工業統計）、名古屋港の日本一の貿易額約 10 兆 2,500 億円(2003 年名古

屋税関)、三河港の日本一の自動車の輸出額約 2 兆 3,800 億円と輸入額約 3,200 億円（2002 年名古屋税関）などの数字に表れている。 
このような産業集積は一朝一夕にしてできたのではなく、当地域の経済界が結集してつくった名古屋港や四日市港、東洋一といわれた中川運河(名古屋

駅南から名古屋港にかけての運河)の整備、豊田佐吉の自動織機の発明と息子の喜一郎の自動車づくりへの挑戦をはじめとする各企業の創始者の努力など

があってこそだと思う。東海地域のものづくりの歴史に子どもの時から触れられるような場づくりも、これから必要になってくるであろう。 

トヨタ自動車の工場見学後にもらえたトヨ

タ 2000ＧＴのミニプラモデル 

有松絞の見学(有松・鳴海絞会館にて) 

常滑のやきもの散歩道 

海に浮かぶ中部国際空港が望める 

半田にある旧カブトビールの赤煉瓦の建物。 


